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序

近年 ~l也の効，十'町J 平11J+Iを|ズlるための u也改良下%;が大きな規校でii主められていま

す。

中之条町は 多くの地蔵文化H1をはじめとして、 trLりH行定文化財、!JC.跡守 多くの文

化財に忠まれたI;JIであリます。こlLら人ー切な文化lI1を保必、保存し後111:の人々に伝え

て行くことは在、たちに諜せられた任務であリます。

大塚I也|えは以Ijijから周蔵文化Ma必I也として周知されておるところであリますが、
既に昭和59(1'-1-11休'日大塚ほ場強制凶l{tによリ五卜hHJi2跡を ，a~ltし、今1"1はそのひき

つづきとして、道路および削、ド部分について記鈷保イtのため'Jct屈調伐を'大地いたし

ました。

調査は、縦λ:時代の竪穴f:tl，.;や‘|ι'ムII-f代におけるfi:J.
'
;-~;j の遺構泣物が発凡され多

くのft 弔な資料がf!} られ、 I也MのJt~~ を解明していくにあたり 116下な資料を加える

ことができました。 ここにそのiJUとのす出を報行します

この調1Eを'kli血するにあたリ、ご指導ご協}jをいただきました関係件付にNしま

して、!亨くお礼Ijlし|げます。

11百初6Jif-3 I1 中之条IIff教育委J~ 会

教育長 一場秀百l



例言

l 本 I'H土、中之条町太'j":大塚I也 lメほ場柊倫 J.tに{下ない 'J~lìíil珂住された、中之条町大塚法制;r.t

li.I.1孔遺跡~12 次の ~jf.li，卸奇書i;S21 1Fである

2.発掘訓告は、 11-1之条町教if~H会が群n.j tll~教 if ~ 1i会の指J早を"1:け'土地した

3. ~jf，i"淵伐の ml問 l止、 Hfi 干1160 "1'8 111911 -II({有160年9111811である

4 本，i?の制払は、 111村.1:，iJ 1)'行った 縄文J1.Jf~のJ立十品、 1: ?，:;については )Ull 公 J心Ii~:;につい

てはど1 イ Î~I~之カ\悦<t時代のJ立桃、 iiI物については待 };，'j 一%か1[>た な打、主;氏J主主;ょにJE!

す。写点晶i影は遺防止ひ"歴史時代の遺物は谷川，が、縄文時代の遺物はJL山か行った。

5. N'凶中町えずリント ン1;1:.焼上分布を'1、寸

6. ，tJl，i，，'/'Ui. 1>: ，'，の fh~にあたリ、 ト"己のむ々の御協})をいたたきました Lji称略
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川i'tIi、fJ'~王子:>-， JJ¥(il; 忠一、 lliI恥洋 、制ri催、 1111、?生(以LlII式)
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調査に至るまで

<1'之条目J大塚地区は、昭和57 午より 61年にわたり 1 地改良が、 qJ之'i町役場股林，~および大塚

I也氏1.~t4<'~í は場笠{柏村l合によリ実地されている。

このほ場終備地区は「群馬県遺跡台帳凶毛編IIJ IニNo.30691こ起きれる縄x.時代民治跡の街'訓J4

跡にJ自主する地域にあリ群!馬県教育委H会主化財保g直球によリ、は場整備地収全肢を"がせし、 1，
卜嵐i也lメーにおいてill憐か確必された t

昭和59'1-6 fJ、大塚地l正l工場JiI'ì~\地区rp:において住肘跡が発見され、県文化財f~ ，;量，;~、大

塚地区ほ湯幣悩組合、、r'r町教行委H会とで1'[蔵文化財保必と、 Li.t1j桜仙の凋1H品品力、1iわれ、 Ji.

!嵐地区内の51;j屈謝1i:が行われた

t- [Ilj の品~i'I:は Ijíj {f.にひきつづき発11.ii，調子t を行う L ので矢 I;，~ 同を臨時l調査IIとし、事業実地に

t1ってitI跡カ唱え壊される i'f!l分、道路庁1;分を中心としてl附和60'1-8 IJ 19Hより発掘調1i:を実砲した、

( Ifl村五;μJ)

H 遺跡の立地と周辺の遺跡

1 .地理歴史学的背影

li. 1 i，，(j且制、は中之条町大'i一大以1718-1720f存J也に所抗する <1'之条目J，¥! 街地より北京k'J7 kmlfil 

J且1451)線沿にiJJ{する地形は名久111川1it;，に発達する刊T1;~Vz !í~ 1M卜で、北部は第二紀のIIi地が
あり rH 日1;は名久川川を侠み ~n川紀火山の小野 f 火 111 均、そびえる 名久111川は同市庁1;へ流下し

<1'之条の段II"、HII.rlriへとiH、でいる 'Ijj立跡は」仁川の山地よリ流IUする大塚if~の小川状地l削上に

あり、 I相側はず1久川川町f.Ui:ドIHIII1につづいている 込縄文、仲'i'時代!t{iみIlf.である1行訓追跡は

，r'，jil跡のl'討中'J200mのJ也山にi在iJiする

大!';[J血|メに於けるrjlj!i:jUの史'人は/fk，;elこぶ述されているが、ここでは竹比の範l叫に於てJ!IJ地

内 I!i代'1'111に悦 1，¥を;i"I'いて慨述する 大上杭には r'i くから「ぬるん;J とり rj 柄、される苦名な大j'~i!i泌

がある rrtdニよると到推fiH引にまで遡るという J:!! Ueiie .)となっているI"Jj也の渇 Fi~Jk 薬師'~は

[，;J ，'J紋起では弘{時代の自rj廷とされ、この以}止がI'LIJj、?JUnIr山J(品泉と Jtに'1'111には開発され県仇

形成に大きな役'，1;1]を恥していると思号する .AJ;[j也|メに於ける;UIすべき史Aとして、泊料止の

1'4 ).、!の 人惟本れたが宇げりIlる 1'4 !j 111"1 ¥止の品はれたが五，];';によって党比した沿であり、

この制作に感じた山えは-'jのd草をiJ!て条例/111米を刷ったとiムλ句れ、これカ、|叶J肯定AJcの、'11

rÚJ 見:制rlj';~-， である x. filf本郎松JI川町新iJali誌の似のイヤ剛~H 碓ノ)'1'，光の filJ，iJ!とfムえりれている

大塚の"、'，/:.}は Lとん1:111ftた俺といい、れたヵ、1<1じ'l-IBJ大塚付に米て中.，.きの!伝を，iJ!てた Lの

で(r'i'/ Iじ'1'- ;i，'I，'fぇ:.'n 16j.n如何長 F に太JEI 九 rl，銘の二J止め hH~と佐んでー棋の r'í 1， 、!J;

仰があリ、 L;-!~イ|については検 n-tの余地があるカ、この必伺『か点たの墓と!ムえられている ti1(:は

源相川こ従って!総のl叶l仰にtlえていたと L汁 di IJ;( di 11二久の絞八幡'::{111絃起によれば源相光は

.ldbじ'f'.l総大'.)に任ぜりれ牢 111(J:!!rli I!，( rli '1久)にLLL 、弔問の投辺 綱を始的内光寺問天王と

-5 



ぶわれる1則i'i:~ 1-.総"'1(.1にff:た 1>を記している r" 11そノ巨人サ正には泊四城 ic )~.[lI j，i1 fの1Ji:1:1北11E

O<Fがか;主を桃え ~d古~I リをうだ地し、武'主);!牧、田f'主併せて三 (i軒を述ねていたとい j 大塚温

J止からIHにrhJって降る道の[lhi1則にはその頃のlメl幽と与えられる規Hリ的なT{uhiのJ;1J也がl井lける lii 

訓は~Ld 年大火によリ令1"灰'rl.~~に帰した 4;;が子fh-，i己によされている ( i'H;， . !Ij ) 

参考文献

'1'之長町」 抗 二岳 11'.2.最町ヰ掃事岳Hi-t U円相53fj rUfJ;t問;ヰ rliI山間;鞍Tf~; 大11-5:r 11111J.i1:.: 
k 11向見音色附世のゆ史 'i'之能町教育長 II 会 U{~ 相同'1 松)1'111町 計剛与 「略柑起立 古川芳抗 争

剛キ略軸起解A

第 1図 遺跡の立地と周辺の遺跡 (50000分の 1) 

1 IL ，. li¥il'i跡 2術川泣跡 3 .Iti ，IJ 11;(追跡 4 "年}，';./恥J且跡 5奥IIIIJ;'.遺跡 6U、尚守J立跡

7k久保14跡 8 ?"久川中'nむ立跡 9，1、品、¥， 1師遺跡 10凶塚山1ft II J'fIH ~くラj'.j立跡
12 fJ坊州rill跡 13ド市町昨 14κfUL古里3ii跡
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第 2図

川発掘調査の概要と経過

本遺跡、は、中之条町大塚I也1t:1JI持終怖が:tに先がけてiJ われた'Æ~I:tIIJt，j1.主である v珂frは、対象

となるは均快fi，J也|ズと祈，;1:f定の泊E品川分Iニ、泣構内 ii、)ll(!えびうt~j状況を 11 (I'j とした6'u:n2.，Jf，l1i 

を11召拘60iF4 J 1 9日より j<ilif-4 J 112日までトレンチe去をIIIいて行な 〉た その紡!荘、対京j>(J止l勾

に"が穴住川跡、 i坑何?のJ4怖が舷14されたZ)に、凋伝rurh't869m!をN裂に本1胡1i:を'土地するニとに

なった
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調査は、 IIR祁60'18)j19fJより 11円相60'1'-91118FIをI勺aて開始された
l卸売}jiJ、li、クリソド }j式をは111した }jlllUi 10mをIjlf，iとし、 11子科、は*1'4Ji[irlにアル7ァベ y

トて時~~t Ii lo'lを数'iーでんした

験 H~ されたii:i備は.作肘糊;ではJ-./M観E4のぬめ I"í:ベルトを B827じし 問うれJ、で3主的た ドIftilClI

i的rI(U悶~'fの'λ損1I は 20分の l 、カマドは l日分の l を片j' 、た Uiili、 l二肘断Iftiの観察のために、ド放

L 、 UM断Ifti'.土側をjfい、その後穴似L. 'l'lfti実fI聞をjj た 耐には20分の lとLた ヒ γ 卜は

l庁としておさえて、 IOうFの lとした。

今I叶の訓tiにおいて、 f1:1/;跡10軒 UiLlOW ヒ y ト併を検11¥した

以卜s制作の経過についてJcす

l昭如60'18111911

凋伐をmJ釘iする IlJ品格備地|バよリ1<1'.111.1:をはじめる

8112011-2411 

ぷUII'I'.をひきつづき jfう 排 L終fI也|メよリ泣桃館凶作業をjfヮ

2411に迫路 f定地の担1:1を終 fする

8112611 

ili桃(llt，，2，と fii'Lて、 7リァ 1.，ぷ£止びj立跡，rl，，2.I'llの11qχ|のf1'bli:をjiう

8 112ill-911 lill 

lti怖のJ司1tをはじ内る 泣跡は析しい[1年則的 1.抗、ヒ トよリわない、 fU，';跡は附a時代から
縦え;時 f~ と，J，~1f.を tt'的た

9 JJ 1811 

Jll情令体の雫慌を jj い、その他、作~èHのliIí'，しを行い、本日を("てすべての，Jt，JN.を終 fする s

IV遺構と遺物

1 ，住居跡

4 号住居祉 (~ì 4 1'"1、IClW，4 
本}止liC 2・:l7リ， 1 に ~~j ) て愉 I~I\されたものである i一軸をN 98 ¥vにもち、 l叫地びI相

1i!l1 ".'か. yU~ び北側りに比べてやべ)1<::くなるか、概ね L<軸 '~1軸か、;)，13m x -1， 72mのhifiを，I~ す

る

fi)，';' JU: 1 " 1 に光明される'll.iJ-.l止、，I，I，I.tu 色を Jh"J，~!こ 5 1¥，1にう，jl¥1され、 |、 111 附 j!i では;~化物内!同市、検

IH ~ il、1'JI上カ¥火災を受けた・1与を'j;Lている 5n' ，，2， [(Ii トの煽り込みは、抗 td~い部分て"20cm程

度と浅く、 阜の、'J:ち!がりはMILL緩やかである。¥ば'+:1凶山h耐ilは;lf僅生カか‘なカがtら起f伏止カか、礼られる Lのグの〉、

lはi幻[ば1"1ド't担卯1¥て九る t村lシ火工は2泌6;穴=検J山1¥さtれtているカが1¥、 f後査 1\似\\のh悦~.ç乱L む合まれる日吋I能刊カがずある し均か、し、

lド カか‘り l' 4は i村〉火¥::なリ eう}る Lのてで日あろ

[はt 、 rHI:，1:Ji び点 i同町内 JH'，~:りでは険 IB されていないか、他は浅く、制11' 、なから L1'm IJ込みが，J的

られる P 24からl'にかけてIlIIf1: I;JJ.jkのd/j.ヵ、帰り込われている 111:，{，に似るむのかは fllllで
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ある

これを則的皿状に脳リ込んだ後、カ7 ドは，;，il'4コーナー附近に於いて椴出された Lのである

山砂等の構築付の{'JUIJは不明瞭で、学大から人副大のイ:をh¥h上
、
ト
L

ト

hf
 

民して構築されている

ひと他え Lある大型の(IをX!Iイiに利!IlLているようである。 W 1"全壊していて‘止、げてMIに、

火lよは+11川形の娩 t:の!ムがリを Lって把!えられ煙i且は喧ライ全作についてはがゆ!となっている

プ'77 ドのtiij庁tiは!よliiiよリfJt<特徴的であるンか句*~)1 m ~!< リ :M し |土円形を主ーする。

川先ILyに於ける新IU関係は不明であった

れIX化材は、 1主'1';-t!lの'1'~とに全f，j.:に炭化村を多く:1¥Iしているが、

7日fi: I叶祉と'lHl1するか、

uと'1'はみせない
rflJって肱射状に:1¥Iーするものが多い

本JrIは北fJIIJで、

i立物l止、

i川、
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沼6桝叩怯j色
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部 1'M -".1尚色 t 娩 i軌を叫%rtaむ 腕り 払11か 異い
者"桝 内梢色! ロ ム¥j地山カ人的令 1けて金色したもの (ア，-，ト仰い

都3桝褐色 i φ2-3明大のロム流 E地 t刊を 5-10%:tむ樽りは惰し

1m 
」 1.._ _. _ _ _.-.J 

第 5図 4号住居跡カマド実測図

5号住居祉 (第 61司、図版 4) 

本Iltは、 C-2・3グリソドに跨って検出されたものである 王軸をN-2-Wにもち、東壁が

他の堅に対し他かに長くなる1，1;1正を欠く プランli2.85X2.82の山崎JL方形を呈する α
{正肘1":1勾にプヒ摂される 1:I土、 明制色と茶褐色を札制[こ 7INされる。確td凶i卜の』出回り込みは、北

側て"1tiL 15cm程度‘南笠では 5cm未満の立ち b'J'リとな っている。R警の立ち上ヵ、りはMiL(;緩や
かである。床l自lは起伏が激しく、 l~îI則に rílJ っ て傾斜する 。 ピントは、 I1火検出されているが、その

同己目状況に規則刊はJめられない Pー 7 は、i' J形の浅い l皿状を 'I~-?-るものであるが貯蔵穴とす

には苛|疑問が伐る 。 日:ttU/~は、北及び;+[側明 1(( ト lこ雑【4 されている 。 J屈リ込みよ IIJ (;侠〈浅い。

rti )えび阿 r~では検出されていない

力7ドはIHI'Yコ ナ にs;EiEtされている。畦外への姻リ山しは20cm程と少なく、火ば1;11、整円

形を呈する Fトヒ ソ トを掘っ た後、これを I型的民してカ7 ドを構築し、構築村には人~n大の艇が

mc 、られたよすである 大下は抜きJ[<句れている
ii，j 本I止は 6~)'ft)日 UJ止と丑夜間1主にあリ、本IJI の力7 ドヵ、 6 ~;.f.上の Lに 1立 っ ている 。 この '1';か

ら本Iltと、 6~;.f.上では本祉の }jが新 し い

泣物の山 l二日は少ない カ7 ド内から僅かながらH¥仁している

I1ー

(谷!J;一向)
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第 6図 5・B号住居跡実測図

6号住居祉 (:;j¥6 t"l、t"l版 5) 

O 
u 

A 

A' 

己|

国|

。|

1m 
エエョヰュ

1<11上は、 C 37リ ドに於いて険:1¥~ ilたLのである i'紬をN25 Wに持ち、 IH墜か北1:/

に比べて長くなる為的J;)11に欠ける ウランは3.2001x3.25mのJ;If~ を tA する

i i:lj';. t止内に光晴1される 1は、，1.1，¥~品色を W，J，I，J!ニ仙性 ・ 4H へ物等より 8111に分けられる 確，~.[ftì I、

の1¥1.1)込みは、 16cm前後を測る U，l'の Jち|カ 1リはIj，jf則で、 11IL緩やかになる他、 MIlb緩やか

に古つ 床1Mは俺かに起伏がz認められる。付火は 5穴昨Jされているが、 柱穴とするにはj直IE

に欠ける Lのばかリである 咲;llJは、北及び米側貯に検出されているが、 ~mに I~i リ込まれてい
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第 7図 5号住居跡カマド実測図
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第 8図 6号住居跡カマド実現'I図

る これは、 fi'/，I; I11 州コーナーのijJ~ リ IB し、 IH州コーナーのJf.iリ込みかりJj'~て、jJjリt，が行なわ

れた可能刊を'1、Lている。止、県it'lJ.の 日1;が!制限側に L礼ιバLる，'，か旬、全凶Lていた可能性L

ある

カマドは、州』lIはIJ:中央C':，;.t;;/lされている Lのであるが、大、|ιかf政l'Jlされている。 {'Yiかに、焼，'，

){;.び炭化物円分布がはられ、構築材に111， 、られたと Jfえられる liが 3 占 H~ !しているx.、制リ

13 



}jは、戊ぃ111[，1えのt阻リ込Aカ>'3 í\:r.:!.めり il、この q，からは I~.~~ J-;' bまとま ってH¥1:している

向、 l判明側から L傑がn¥Iしているが、これはカ7 ト情築に用いられたイdd;}Jかされて山かれ
た L のと与え ~J iLる 止、 5サi主のρIJrでJL!述Lたが、本)[f.と 5~;.f土円切り合，"'則係は、本土止の立

ち|ーがリ 1J・5別主力7 卜l、よリ般f11された Lことより. 5U住に比べ-1<祉のおか，Iiくなる

7号住居祉 (第9[.;<[、 μ[1""5) lii山 ，I，t) ! 

-1<)[tは、 C 2 'D-2 ;;リ ソドにEなって検出された Lのである !軸をN-80 Wに持ちItJlill)

で4~}H:I，':'跡と în 被する l則係上フランはイ;[~[瞭であるが、 4.30m X3.75mの右形を \~するものと

4えられる 舵14 凶iかりのIItiiリ込みは l長い皿状を 'lt し、 q J~ 日目的-jtlL ，fiい部分で、，f;:)20cmfV.であ

る 従って、貯の立ち lカ、 1)L fpJil L緩やかである 止、 1，f，'lfIi~中央に l何 っ て絞やかに傾斜する

Il，! i'Vj.はない村火はPー 17う‘句P-8までは川If，に配され、 P 9はこの川形の内側に、文、 P 10 

IIは外相I[に削i目されている 姻リ込みは50cmから10cmね11:までと、ぱらつきがある 床はソフト

ローム!国上に形成きれ、 ;f!リ踏まれた形勢はJめられない フランの中央部に li[般化交色し、

なんらかの火を使用LたjJ'f跡が辺められるががとJ定するまでにはioらない

。
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B 号住居祉 (~ï l WJ、凶版 6 ) 

1>: lJf.は、 C-4'D 17リ y 卜に11fって発見されている 内11刊下分が調布1><:外となる為、形状

は不"JJであるが、フラン Il一辺5.30mljij後の)jff~ を 4Aする L のと号えられる

f tJAJ止 I"Jに充射される l二 Il 、引制色と1í~裕色を)/"珂に 2 肘に分!刊される さりに、 J弘干1[1では

炭化物由、t!Jに泌へされ、本祉が火災にあった l'を.)、している Eι;}!.[fti rの似リ j主みは、 lti深(j[)

て"-20cm，jij f査であるか‘凋査臼:外になるI両側の喰による観察では、l!.Iiリ込み凶jはさらに20cm梓川く

なっている 床 1Mは l判官刊に r~iJ って緩やかに傾斜し、少々起伏ヵ、ある 又、北相IIJ3f'U!l'は f!.{ ，':，;jく

なリ、ベソド状になっている I:，t- ?NtはJ、めりれ;立いが、 ~tfllllのヘソト状の I~':Î J:りを二分するよう

な]:iJfJ切状の議か検Hlされている 住穴は I火のみ検出されている この柱穴よリ]:Uf J: I;JJ~kの品

は延びている カマトは検出されていないが調1i:L<:外に位置する Lのと与えられる

遺物は、 I有壁;汗リでイ孟資料力、HII'.Lた他、大l止の炭化付が検11¥されている 炭化材のJi11'11ま

¥:I'Iに付して併行になる Lのが事<"，~lfIíの構築付と与え句れるヵ、検，Hを世jす (谷島 ー九)
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第10図 8号住居跡実現1I図
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第 1表出土遺物観察表

j}、IdIcm} 焼成
.拘轟り :.; Hi :，;- f~ 町特徴 成替IHの特恒 肱 t d't fI-11 倫男

[ 1ft ..尚 liW; 色 a

l 十師 27.0 刷部から"紬部にかけて n紬部内外出横十デ J 小ot" 不良 l俊 1 '3 
羽釜 内情L‘ 11融部 1'. fII鴎I~ 刷部外由 tから下への をち献 化 腹部令鍋

つける。同は断由 市辺 縦i占へラ桐り 内向ナ に:rむ
ー角形iニ近いn γ 

2 1.帥 26.2 1ft，主主lP.;;に江ち LIJ'る [lum:;内外曲I愉十テ 砂利を 十良[般 H械部~刷 l

羽~ 駒郡より n柑部俺か[こl付 桝部外l画jJ:からドへの :rι 化) 平日~ 1 '2 

制する悶は断I{rj fll n~ 縦付ヘラ内Ijリ 内u'rjナ 町褐色

~'ï'， -r ナ

4 I 3 i 帥 12.9 1.1 7 1 休部内崎'APιに江t，1';が ロ7ロ替専j ot部恒lti 紗1 ，".~ T良 l般 1 '2 制み，ftし
a手 リ11縁部て4外f止する 糸切りよ身軒 合ι 1ヒ? L‘ 

伯尚色

り
4 1 師 11.5 I6 6.9 休部内崎札昧仁外側「 ロ7ロ嘗恥底部1111+...: ~; やや泉 子己時5
1(. る ，J(:tJJリ.l<JII!iJ 般化‘

B;';他色

5 L GI官 Ii. :1 3.3 6.0 体 i~1>外 1i，'， lP1. I: ，r. t ， U;' 口クロ野町;， ~!tm!lilt.ι ~; 小H(般 はi，):"ι丹j 灯'"'皿

νj 皿 る 牙V}リ4日占周都 ftl 内外l自ji6r

宮町制色 伸什?，

跡 6 上師 10前 3.1 7.2 f宇部r!r:棟的に外傾 fる ロアロ嘗町五「底部Il~+.ム 砂，~"守 やや良 1 3 

血 ;I'， IJJりよ調笹 ι l権化!

何尚色

， i 帥 9.n 2.8 5.3 1.限内吋~i.日ιに江 1， 1' カ・ ロ7o!i.'f.形I.i!:ml口11.. l: 良l是正 1 2 H.$外側

服 る 可;'，IJJ'Iι調瞥 時下Am色 仁丹， 11

。も イビ
y 

8 
t '" 

8.9 2.1 ;)，3 休部[I(線的に外側 tる 口7口和町;" 1.t!i':I>I"I+，ム t軒 lミ(畠凡l 1l 1 .t'~1fJ 

阻 先i:IJJリよ凋!.'f. 快尚色

9 I 1:帥 8.1 2.4 5.0 体認内W '，í. Pf..I.~外 IH 口 7 ロ '~"5 ， li!部刷弘 M佐 十n'極 2 3 
皿 る 来切リf量‘十デ? 化制色

k 帥 1i.5 [IU郡山立L‘向l'断曲I [ [~j内外出慣ナデ刷 少妙W l'良 1荷量 11結晶ー刷 l

羽正 jf，恥を'，'する 部外出卜から Lへの縦 lc I fヒl 宇，略 1 ， 

{占抱刷リ 内l曲l十ヂ イ』‘ i， 純J色

使そ

tt.l:l: 
:tし

2 i 島事 14 :; 6， ， 6.2 i.高内崎何回ι1.:.z t， L:か ロ7口笠恥正1，白貼iI 官官 n餓fヒ 1 3 
6 

" 
リ口結晶で外I..t"る i~ ， 内外l自1十テ '̂ 褐色
，:':，台断曲!i時i

ト
¥; I 3 土師 12.4 II 6 I I宇都内崎'，i.'ιi''~'. t， 1 か ロ7ロ苧舵 "1邸[u]t;.; 少砂W 良債fヒ 1 5 

2千 リ11縁部て外1<1る ..t:IJJ'1ι調型 :tι 制色

(ι4 n: ot! 5，.1 やや，/，線的に占ち l均・ ロクロ特形 li{.tl>~l]+:， 妙f ，~ -4 n 部 !底部 1 2 
£千 る ;(υjリ"調事 ;マもi 情化l

1，;(1'，色

3 :({忠 6.2 内崎~i.P"に在 t，卜がる ロ?口事恥 '1郎]，，1+... Y釘 十良町週 底部 1 2 
tぶ -ii，UJリ4よ凋苧 え

跡
!:Ai (/色

6 I 'A ，~ 6，5 内時~\昧1: ιt， Lがる ロ7口容恥向ti~を i二 羽町 良c}tIt! 底邸;':'u
2蝿 貼付徒、内外出十デ 岐禍色

7 イ{ '1.' 6.7 高白僅かにl持f( ロデロ盤再3 底部[u]+... 子軒 良"宜ι1 底抗 1，2
持 糸切リ仇桟r，ujfi)句 目品川尚色

外[(11ートデ 内l自lロ7ロ

lH封筒夜
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出土i量物観察表

法量<<圃 焼成
a拘書号 2苦随 器形の拘置 1主嘗昨の特i!t 胎 t " (f I笠 備考

"径 話局 IJtiJ 色調

8 10: .'~， ujt揮で外'"1る ロ7ロ事恥 ?野 良(，草花) nU'郎円 f宇都外由

{足6勺七ト9一

1(. 1六(1色 に不明唾

持

十一
係/， 上面~欠HL 1J.自に使JIl

が.lめられ幅特に1<11面
が顕著である

ト打 t 帥 27.0 30，2 12.0 刷中央部iニ~リ f (， t，‘ n跡部内外I自l横十デ/ 小砂概 f、iミ(般 2 ' 3 ススH泊

漫 n縁部内傾礼昧に担ち卜 刷部外出|からドへの を:1"ι fヒ!
均五る 縦f，!~ヘヲ削リ 内由ナ 附柑色

T 
トート
2 t 師 13.5 4.2 7.0 休部直線的に外附する『 ロ 7 ロ ~H;島民部[，il転 砂抑:1" 小良 1慣 凋巳形 イピワ

l(. 糸切リ It，維なへラ網 む ftl 内外面i油

リ. 例制色 惇f十指

3 i 師 11. 7 4.2 5. ， 体部内情気味に，'f.t， 1"，か ロ7ロ伊丹 "I部制l転 砂軌を Iミf椛ftl 1 3 底部外山
8 弘子 リ"鯨揮でd外klる 糸υ')1)f.;訓郡 会む 階段絢色 にへラt

¥j ? 

号 4 1 師 12.4 / / 6.1 休部内崎APf..に外傾す ロ7ロ嘗形成部回転 '1/; やや良 I i 5 
1(. る 1，、切リ本身事 |峨fヒ)

抱側色

住Is
tI師 13.7 4.2 5.' 体$内管勾昧に夜九 iカt ロクロ~>'f肝庇部 lul転 砂料多 民般化) 1 ， 3 
1(. 1) f]械部で外1($る *，切り"凋静 値仁:1" 'S縄邑

悩 む

6 !師 8.5 2.3 ".7 体部内崎気味1=，'[td-..が ロ7ロ都府 1底部『口l転 砂利含 やや良 定形

m る， 糸凶1);..調理再 む l峰山

日高尚色

t t 帥 9.5 2.4 5.5 体昂直線的に外傾rる ロ7口事再 li(部[iiJ転 砂利含 Jミ{般化) ん形

皿 糸切り"調悼 h む 絢色

8 I t 帥 9.2 2.5 5.5 体滞直線的に外傾 tる ロ 7 ロ!.!-~;， 庇昂1"1転 砂町f守 ド良 1暗証 1 2 内由rJ'"

皿 糸切り"溝事 む 化l 8都油煙H

尚色 ?f 
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9号住居跡 (第14[;<[. [';([版 7) 

本fi'1i'i跡は、凋査阪を道路により 2分された北官liJl正北京附に{立;i/':L 、C 0 ・C グリソ

ドにわたリ検出された。本跡は北京古[;分で毛伐する10サfi:J，I}跡を切って燐築される また、 fi'

Jú跡内中央~t~(拙1Iには l副倒木!ùヵ、ある

本跡北側は凋1tIKM外のため..1<，調査であるが、'['1面形状は尚北に長い隅JLLUiff; を'i~すると

忠われる その胤校はIH北現!ilえ8.7m、*凶 4mをi則リ、長軸hfすはN-12 Wを 'J~す。本跡

はローム面において佐eJされた ローム 1Mは北か句南東)j[i'1へ傾斜し、本跡訂正，.2. 1自l てず〉比 r~，;i l~~ 

1i35cmを測る

本fEI~'~' 跡は、佐d.Z[(!iより 6cmt¥!i 1)込む市 北町 lι問古[;分と、 111*て'!tlf1'35cml屈り込む中央市i

皿状[111み部分とに 3rメ分される。 l軒!則の，[ιJi!古[1分的規模土手から北側町、F組問i分主調先日[;分1;1、
現II'l，てよリ 1.3m/.よがり、本住1，';'跡の規伎はiと紬10mをi"，1ると思われる

まず、 中央日[1urr状門み部分は、 m'r川を全体的。['lui形に内接する怜円形を日し、その規模は
南北6.6m 、 *~lj 4 mを測る。 lι1(0は若!の起4えをむちながりrjl~たに lúJかつて傾斜し、 M:深百[1で

南北のJド)iJlMより20cm下かる 壁高は、京笠で15cm、l同町て'25cmをi"，1リ. 1判 北町は干例1M

かりIHで6cm.北で6cmを測る 北東部に1;1. jti~ヒ1. 8m、*西 1 .7m. 深さ 0.3mの不定形の風

間..j，111カ、ある 角1は、 LH油で2分する内側中央に l法地焼却'がある

liJ・北、l'Jill自lは、 fU，';'閥、全j止の附九k}jIf3かり'1'央音[1皿状凹み部分の怖内If;を除いた変形J，j，1

形をVする 脱肢は、 Iti北をU:I，';-跡lX軸ライン1:で1/1央部分端からはまで、 IH側は1.6m、J仁川l

は攻IdセでO.3mをlWIる JRIJliは全;;(1在地山!日lで、 lti側は3.86m、北側は3.61mをiWIる。喧llJi

は、出i問で尚I:，t6 cm、~t:L~ 8 cm、I四壁25cm、北[1111で1-1[笠8cm 、商'~'r:25cmを測る 床1Mは1干し

fi f-'I'央部分にri付‘って傾斜する。

がは、(主1，';跡中央て'k軸ラインl珂側にI也焼却'を険:HL. IRIP.IJにはカ ポン分布ヵ・84められた〈

J也焼カsは、 Iti.[じ50cm、米1'可60csIを測る範l川て判似L}jff;に焼 1'，分布をぷし、その北l珂側に市北40

cm、京凶34cm‘深さ 22cm の{g. j~みがある k紬ライ/東側には、市北40cm、収西53cmの惰円形

にカーポ/分布を tj~す

ヒ γ トは、 38-1ヌ倫H¥されたが、それらの現則刊は不明瞭である なお mI4[~1のピ γ トは、訓

慌時におL、て"JI句かなf世t.Lヒァトを除いた Lのでlχl版 7とlinてなる
泊中却は、 fi:J，';'同;'11央i'i!;[こ集中し、!相自ij.jj/fに細川としてtH上した 抗14凶において、その分

布と1<馳ライ J を中心lこ80cm申iI'IのiiI物について投彩を行フた 第15凶17・18は、住1，';'跡'1-1~央で

床1Mよリ27cm['.ilIiにおいて、陥付につ.;'lLた形で指出 1:した。 ()LII/公j、)

:B 1-.;'立物 1~115 !7l;<1. [<[肱12・131

I'，~日

本fj:1，';'跡tH1: t器は、焼成がtl くすべて胎上に繊維を合み、~;;:t:tr，町内外úúには繊維のはみだ

した Lのが脱帰省Eとして伐っている .ml5fAに拘似した何ii;lH;{]は、同版 12のうち何代た的主

ιのである
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1 -5はι1縁部片で水、ド日縁を出する。 1. 21i償{止の隆帯を貼付する。 1lip圭帯上lこ却lみ

を地lLl紘に治って 3条めぐる。 2はffiffl)に 2J転向隆骨?をめぐ句す。 2・3の口線It!Sには、 L'

R縄文2本を一対にして横伎と斜位向側面圧泌を地文し文悌帯を構成し、綱部には縄文を地丈

する 2は 01'13条RL備位縄文、 3はRL償似縄文を施文する。 4は附加条1illH LR横j，i:

純文、 5は[[特部より RL償位縄文を地文する。

6 -9 Ii!J.J:l日片て'ある 6・7はO段3条RL備位 ー縦fii:縄文を地文し、不脱JliJな;J;J状を榊

成する。 8 は LR横位 ・ RL 横位縄文を地文しえJ~状を構成する。 9 は LR横似縄文を地文する

10-16は応部付近片てeある。 10-14'16は O[止3条RL航{立 LR航続縄文;を地文するが、

郎分的に斜{立いl転が必められる条が縦走する 15は LR徽f，i:縄文と RL斜位縄文を地主し、文

卜~ 1~~[I"i をなす。

げは緩やかなj症状u紋をeιし、[[径21.8cmをバる 01"'.1' 3条RL繊jii:.L R償付縄文を地文

l ;J;J状を構成する。なお、日唇部のー古1¥にも純i丈がE認められた 縄文，m:の幅IH'!4 cmである
18は水、ド川紋を'，!，し、 [[ i~ 16酬 を μ| る。 0 段 3 条 RL 悦{ι LR償位指[文を地文l;);)状を椛!止

する 純丈1Wの恥1は約6cmである

1 -16はイE!iiドl首式、 17. 1 8は，1:n {J~式に比定する。

イI持

()L山公j、)

本fi-:lt，.跡よりは、行跡5、I詩製イi斧 l、H製イ1斧2、イ:匙3、経路3、自[U量8，iji;飾品未裂

r'rr'， I 、行錐 l 、I'~イ i 1、lhイ14、制/'，14のけ43.'.'.':が出 iしている。!/<iJl'，の石村町内，J{I止、引色

ti ，'; 8、t'fr'rfki';-2、占、色JT.t'l <:: 1 、 .'HRI~1í 1、ろ iU 1、小明 lである。 (['[イ[典之)

第 2表 s号住居跡出土石器観察表

品り ~; 令長 イ1 H I主F 当~ 'cm' 幅:cmI げさ凹 噴き g i幅 lj 

fi 鉄 時 /， 2.7 1.5 0.4 1.0 I-k山11:¥t. 
2 " '1¥色 rt'{i 2.6 1.4 0.4 0.8 " 
3 M 鉄 f.'" 2.6 1.9 0.6 3.5 " 

H " /， 2.5 1.3 0.5 0.8 J，!.tmx1Jl品拘 I:a~r. 
5 " [ .6 u 0..1 0.5 1，ドげr:IH上

6 ff寺別行汗 引也氏 'ti 9.8 4.2 2.3 122.2 })[jllxHL f.f，.:lfUlll 
， 打裂イt 斧 " 11. 1 5.0 2.2 143.0 J;凶I剥rs.lt:l(UB l 
8 7.2 4.7 2.4 81.5 }本lfr:H.lJ 

9 性 J¥色宮山口 1.1 6.8 1.2 24.0 H 

10 H 
" 3.5 5.0 0.7 8.5 " 

11 引色白(';- 6.0 ;) f) 1.1 25.0 " 
12 f長 器 " 5.:) 4.2 1.3 25.5 H 

13 " 5. [ 3.1 0.4 18.5 柑 1:11¥1. 

11 " (l /i 5.11 4.5 1.3 20.0 )J ~Il鋸歯jJc 柑i出上

15 削 ~; 黒色 (t{'; 1.9 3.7 0.8 23.0 1，ドl(tlH-1-. 

|16 " 6.0 .1. 5 1.9 54.5 仰

" 9.6 3.0 0.7 30.0 
」
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9号住居跡出土石器観察衰

酢り l; 同 u 付 長さ(岨) 脳 (cm) I叫さ (cm) 置さ g) 備 .1)-

18 円1) 器 事色 uむ 6.5 3.1 0.7 19.9 '，fi直出上

19 H ti 山b 3.8 3.8 1.3 11.5 極上出土

20 " 珪賀貞岩 3.8 4.4 0.7 14.5 H 

21 H ，'~.\色 tl 岩 7.2 3.2 1.6 56.5 床前出士

22 " H 7.3 4.7 1.5 79.0 H 

23 ili飾品未到iv， ろ ヴ イf 7.4 3.1 1.9 57.0 H 

24 {， 錐 変質i腫灰目 5.0 2.5 1.3 16.0 仰

25 [1I[ U 岩山岩 12.8 8.6 3.4 618.0 僚組.結打痕顕杭曜 1.:.11¥I 

26 !f'i iI 10.5 8.3 4.5 612.0 H H 川~1{uH t 

27 " " 9.7 8.1 4.4 548.0 H 

28 " " 10.1 5.0 4.5 401.0 " " 種 1:11¥1 
29 " 8.2 7.5 4.0 361.0 

10号住居跡 (第14図、関版7)

本UJI~ 跡は、 C - I グリ y ドに位;liL. 9~J.fì:J，'i跡の北下分に亙桜する 本跡は、 9りーttJ，r;

跡情築時lニ3/4fj¥皮切り取りれ、'r'曲I形は不明瞭であるが残有!墜より隅九五形を"~.すると思われ
る 脱悦は、)j(州4.58m、南北推定4.501を測る。

明は、北京コーナ一郎で良好に存在し、北 点. [14 1:[の一郎も干HEする 。 唆 I::'~I立、残内部分

で点 I:.~ 3 cm、北~~ 5 cm、西壁 7cmを調1)る

l年は、*側のみ検出 L'1'坦でしまリヵ、ある ピ ソトは、4[壁よりに 2+検出されたが、村火

とは与えりれない

遺物のIH上l立、極的て少なく細目のため例化H.'jjit.J'1'''rt出であった。 ()LlJI公j、)

11号住居跡 (第18問、図版 8) 

本iり，';.uは、北側調子モ包中央*よリに検IHし、 C 27'リ y ドに{¥I:;;teする.、1'，曲i形は小鴨川

形を'，!. し、規肢は)j( ~~3.24m、市北3.98 01 を測る

I:，tは、緩やかに立ち上がリ、 '11I~.:jは 1 8cm- 3 cmて'ある。床由lは、しまりなく地形に沿って市

.!UJiril/に傾斜する 炉は検出されなかった( ビットは 7本検出されたが、その組fil)性はない

ill物的 tl\ _Ui、少なく綱片である。 者\ I WI I は fU，';'跡中央 J~j凶側に分布山上した細川町掠介

資料である また、 8l;l州唱近〈床[ilIj[[< 11¥ Iーしたが、 9とfTわせ他からの流れ込みとも号え

りILる (Juli :i~ J:) 

IH t..}U物 (第lWI、 ["J版14) 

1'. ~if 

:B 1-_ L61fはすべて胎仁に繊維を含む lは尖lif.ii!; 1¥である RL縄文を斜位に近〈地文し、

3長定/llJは縦A2する 2 は波状口紋庁I;~; である J J将部には怜tu:具によリ刻みを砲す J J ¥干ド
は I~ L償{立 ・LR横位縄文を地丈し徒形を構成する 3 はイミJ~IRff-な R L 横{す縄丈を地文する

27 
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第18図 11 号住居跡実現~図
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第19図 11号住居跡出土遺物拓影・実測図
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4は尖bt.tilS付近J;ーである。RL斜位縄文を施丈する 5は'1'ifit線を施す 6は0f13条LR

横位 .RL横位純文を地文する。 7はol'i 3条LR横付縄文を地主する。
()LIII公夫)

イ{音寺

本fF.}，I;.跡よリは、 l"lul、)~: E 2 、制 )'il 4 の，il17 点が n~上している。'声J)'，' のイT付の l何ぷは、

_I.~~ 色頁 {';.5 、安 111<:-2、庄'ut(i';2、注:;;-2、流紋'/i2、頁行 lである ( (I{;典之)

i品布

掩-r.tl¥t-.. di八か?
同桔に位打椋，床I(UfII 

第 3表 11号住居跡出土石器観察表

2 .土坑

牛.，調子f.1えよリ 12J，';の u立が検Hlされた ，J，~1t区を 2 分する道路の北側l調伐 lえで 4 主主、 rHf川，斜

1dメで8止力、検出した

21号土坑

4<仁J，tlj:.北側凋11'1":C 0;1リ γ ドにも〉lJiし、 9~J-fì:l，':.跡凶 t~~~ヒ fprl に持して検出された iド

rfli形は川形で、断rlri鍋)i，状を主する 規模は、直後llUcm、深さ42cmを測る ローム漸移肘を挺

1:とする 泣物は、州 市笠1MにH¥Iした

22号土坑

本上1;1しは、北側訓伐lズC-2'7リ ソドに{古川 L.*側は23サ:UAと丑綬する 新IR関係は本

l 坑の Jj カ、~JfLい 、l'Ifli形は川形、断l自i1II 1状を~する 脱校は、 r((i壬133cm、深さIOcmを測る。

遺物は イi器2山内他 f子15cm作皮肉喋4山、が中央州fJliIに分布n¥tした
23号土坑

本J-.liil止、 C-2;1リyドにf¥/:;j'iL 、221，J.'-j'Lとl阿世間で弔複する 干面形は川形、断rfri1111.1止

を ~tする 脱校Ilif[i壬125cm、深さ 8cm そ測る

i立物は、 LrJtJt ~丸山 r([に l 山のみである (丸山公ん)

eρO ベト
ーし~ "号土筑

2 m 

第20図 土坑実>R11図 ( 21 ~23号土坑)

29 

22号土坑 13号土坑



24-33号土坑

24号 j-坑は北側，JHtl豆、他は南側訓作|メーで検H¥された。 C 4、0-2、自 4グリ yドに

於てんrJf3i!見は長}jff5を Eとする士坑が検出された 近 現代の)iJf応と与えられるが‘時mJ決定
的出未る泣物か俄tHされす、性jn 時mJ)~に-Jç確定である。(作品一九)

七坑番号 '1 面形 断 1M形 kきさ (Ld'fx j;lj(f.， m 深き (m) i軸Hf，'l [荷 r， 

24 PI 形 鍋 /f(形 1，2XO.8 0.2 人抽太曙6例:1¥L 

25 {f，-円形 3草子;形 1.0xO.7 0.15 民部は?，，:1"[111111，あり

26 i追 }j形 鍋/J'~形 2.3x 1.0 0.2 N 22 W 仰

27 不笹川形 " 1.5Xl.3 0.3 

28 h IB 逆 fJ形 1.9X 1.6 0.3 N 32、v 均整な明日4えの
29 " 鍋 .I形 L3xO.5 0.1 N 4 E 

30 怜川形 " 1.3X1.2 0.1 

31 h 形 " 1.3xO.9 0.1 N 74 E 

32 長1/配 J且台形 1.8xO.8 0.2 N 48 E 

第 4表土坑計測表 (24-33号土坑)

tH土造物

上iti::

l二器内出上は21~J' J二坑のみである 胎 kに織維を含み、i/iI".!I;lO.7cm院の薄千円Lのである。

1 ' 2は円縁部111である。Iは口径25cmを推ロ|する lJ 柱部と!J.J部には細いRL航似側主を地

文し、円容部下にはj!時文併を Lつ 2 は 11 竹郎 ifi ドに無丈11~: をめぐらし、以ト刷出iは細い L f， 
一 .~~ .~~~.β一長峯;ぷ手7ぞ「γ?

ー守 ψ 〈ご，~-~七 ミ"-，九州・1，代、 II r~ペミ計三剤、14::¥鞠 dJ時 3川
_.-イミ何::-'"¥':~.~..，... . "~..; '. .;，" I / 

第21図 土坑出土土器拓影図

て7

く〉
〈二二〉

。
l=ニ

1
4
 第22図 土坑出土石器実測図
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摘{立純丈を地文する 3は尖低百五Hi!i:片である !

紺l'、RL料似縄文を地文する o ()L山公夫)

行~:;

第22r"1I . 2は22~;- L:坑底曲Iに1-1泊するように

2点のみがnl(二した。 l は尖~M詰の先端部欠航品、

2 は，1，1，\色頁 ï"1~ 別町内Ij，1.1，¥色安山{'i裂で重:.::48.0g。

?，it:でヨ~1I:::5 1. 5g。

m231l?1は23~L J~.tJLより花岡山裂の周縁に融打民

のある倍イ1が出土したのみである 重量は276g 。

(白石典之)

3 • ピット群

口
第23図

γ 

， cm 
包孟孟ζヨニ='

土坑出土石器実測図

415調作|メーの北Iftlls 1. s-2 . D 1 . D 27リ γドに配、てfI.穴状のヒ y トカ、i盃めて細かな1t

Jiで集中町Jに検出された イドビソト群中内弁ピソトをMぶと掘ι杭.¥Jl物祉として把!1i1可能なピソ
トベJ、純主的j.H~再を足13じされる手。tfrLあるか、 L、づhL悶然的なP(Iドか.:':j< ;t: .0'的な観桜は避け、

九七 y トのdI測wの，;ciJにと どめる

J-.ifm  底ifm Lif. m 底{fml Hf m'， 底任 m'
ーザ i率三冊 " f~ m 書号 車、 m
般大 lI'J 段人 U'J 般人 般小 段J.. 般小 般大 .~，j 、 鮫大 金H、

l' 0.19 。14 0.08 () .07 0.22 P 21 0.45 U.39 0.30 0.27 。‘[6 l' rr 0.35 0，22 0.14 0.10 0.45 
P 'l 0.21 0.17 0.12 0.09 0.23 P 22 (1.41 0.39 0.34 0.25 0.39 PI2 0.30 0.22 0.18 0.15 0.29 

P 3 0.18 0.16 0.0時 0.06 0.13 P 23 ()，12 0.38 0.27 0.25 0.51 P 13 0.21 0.20 。.15 0.12 0.12 
l' O.3Q O.2(] 0.18 0.12 0.39 P 24 。創}0.17 0.11 O.O~ 0.18 P 44 0.20 。.18 0.12 。お 0.28 

p 0.36 0.28 0.22 0.19 0.30 P 25 0.50 U.3O 0.14 。I1 0.38 P 45 0.30 。筑j 0.2。11. 14 0.21 
P 6 0.37 0，27 0.15 O. IJ 0.51 P 26 0.22 。[60.10 。岬 0.07 P 16 0.34 0.31 0.14 。"0.46 
l' O_fi~ 。2s0..10 0，27 0.73 P 27 0.35 0.27 0.24 0.14 0.20 

P " 
0.22 0，20 ()， 14 0.10 1. 00 

l' ， 0.52 。32 0.21 0.17 0.57 P 28 0.22 U.20 0.12 0.09 O. [3 PI持 O. ~8 0.:12 0.20 O. [5 0.16 
P 9 0.3舗 0.26 0.22 1).16 0.49 P 29 0.37 U.27 0.18 0.13 0.29 l' 49 0.30 1)，22 0.20 。"0.13 
ド 10 0.49 {U3 o .3M 0.30 0.5H V 玖} O. ;;4 0.31 0.15 0.1 [ 0.52 P 50 0.32 0.30 0.19 0.1品 0.12 

P II 0.19 0.18 0.09 I).OH 0.27 P 31 0.53 U.:~ 0.21 0.15 0.40 P ，51 0.40 。2絹 0.22 0.14 0.35 
l' 12 0.37 0.29 0.27 0.21] 。25 P -32 (1.37 0.30 0_22 0_ J8 0.44 P 52 0.3~ 0_29 0.18 0_14 0.2t 

P 13 0.30 0.20 0.18 0，01 0.29 ド 3:1 0.41 0.38 0.22 0_18 0.50 P 5:J 0.:J2 0.26 0.33 0.18 0.24 

P 14 0.73 0_6:J 0.28 0.2~ 0.63 p -3 ~ 0.22 0.20 0.12 0，10 0.22 P5~ 0.35 0.31 0.26 0.18 0.32 

P 15 0.31 0.30 0.22 0.16 0.27 P35 0.31 0.29 0.17 。13 0.46 P 55 0.30 ().30 0.20 0.11 O. 2~ 
P 16 O. ~ 3 0.27 O.3~ o 16 0.12 P -36 0.35 0.34 0.25 0.22 0.63 P 56 0.35 0.30 0.2刀 O.H! 0.33 

P 17 0.3村 0.37 O. 'l2 。11 0.28 P 37 0.24 0.22 。16。16 0.21 P ，57 0.30 0.26 0.16 0.1.1 0.32 
P 18 0_39 0.33 0_22 。却 0.25 l' 38 0.42 。33 0.28 0.21 0.36 P -58 0.52 0.32 0.22 0_20 0.15 
P 19 0，17 0.35 0.2~ 0.2-1 0.38 P 39 0.31 0.26 0_18 。13 0.24 P ，59 0.39 0.30 0.36 0_32 1.02 
P 20 0.39 0.36 0.27 止竺 0.18 l' 劇} 0.35 止竺 0.22 止竺~ 」
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Jj ~'m 時f量'm u垂 ml 唯佳'ml L{壬1m) 1IH'~im) 

t ト.畦 認宅問 E ト番号 ".‘ m ，トn t事包 m
般人 般小 般人 最小 段k 会~'J 般k 経小 般大 般小 II大 般小

P 61 0.34 0.24 0.20 0.14 ¥. 74 1'-81 0.20 0.20 。.12。咽¥0 0，39 P 101 0.38 0，32 0.16 0.18 0.80 
P 62 0.35 0.33 0.20 0.18 0.57 P 82 0.28 0.26 I.5 0.14 0.53 P 102 O.2'l 0.20 0.12 0.10 0.26 

P 63 O. 3~ 0.26 0.20 0.12 0.34 p " 0.40 0.34 0.30 0.26 0.52 P 103 0.34 0.24 0.15 0，12 0.27 

P 64 0.24 0.26 0.20 0.10 0.48 P-84 0.30 0.21 0.12 0.11 0.41 P 1O~ 0.40 0.22 0.25 0，18 0.15 

1'-65 。国 0抽 0.12 0.10 0.58 P 85 0.40 0.36 0，24 0.22 0.39 P 105 0.30 0.24 0.20 0.12 0.7 
P 66 。.40 0.34 0，10 0.10 0.28 P 86 0.30 0.28 0，14 。咽14 0.32 P 106 0.42 0.24 0，34 O. [4 0.9 
P 67 0.42 0.40 0.28 0.24 0.27 P 87 0.64 0.30 0， 10 0.26 0.51 P ]()7 0.42 0.36 0.30 0.26 0.33 

P 剖 0.34 0.20 0，22 0.2n 0.27 P 剖 0.20 0.18 ()， IO O. iO 0.2~ P 108 0.10 0.30 0.20 0.18 0.36 

P 69 0.26 0.22 0，24 0.22 0.33 P 89 0.28 0.21 0，12 1¥0 0.31 P 109 。以}0.24 0.20 1.14 0.53 
P 70 0.50 0.30 0.35 O.lIs 0.11'1 P 90 0.38 0.32 0.21 0.18 O. Zg ド 110 0.34 0.30 0.20 0.20 0.17 

P 71 0.38 0.34 0.11'1 0.14 0.35 P-91 0，21 0.16 0，08 。06 0.49 P 111 038 036 0.26 0.20 0.22 
l' 72 0.42 0.38 0.21 0.16 0.50 P .92 0.38 0，28 0.30 0.20 0.41 

1'-73 0.52 0.30 O. 10 0.18 0，41 P 93 0.04. 0.32 0-47 

P 74 0.32 0.26 0.1詞 0.16 。17 P 94 0.34 。測 0.22 り20 tl.36 
P .75 0，34 0.3-1 0.22 0，20 0.55 P 95 030 0.2純 (l，20 0.14 0.33 

P 76 () .40 0，36 0.20 O.:W 0.54 P 96 0.54 U.30 0.22 0.18 0.39 

ド 77 0.-1 0.30 0.22 0，16 0.14 P 97 0.22 0，22 0.12 0.12 0.42 

P7lS 0.10 0.36 0.24 0，18 。日 P 9局 0.24 0，20 。¥00，10 0.21 
P -79 0.28 0.20 0.18 0，10 0，55 l' 99 0.30 (1，28 (1， 18 。16 0.27 
P l:IO 0.5~ 。訓}0.20 。訓} 0，44 P I()() 0.20 。16 O.W 0.04 ()，28 

第 5表ピット群計測表
公 P 40はxll'iと十る

V まとめ

，f>: i立跡では。F'b:'1時代のí+:}lr~ 跡が検出された{ これらのftl，r;'14I;はL、ずtlL;J;J釜や上向fiWU告を

i'JoIBしておリ、 '1"iC時代でL比較的新しい時!日lに絹すると思われる よ人に11¥ト造物よりみfi.:h';'

跡的年代観について検I'-tしたい

4 ~J'ftl".制ト

ィドff.J1';跡か ι3は;J;Ji量、 J:附係、1JI1か日1Iしている ;I;J釜は外出を lかりドへの"jl)りを地して

おり、ロクロは.-Kf'止IIJである 上手は比較的小形で持肉が1'/.<、 lJ!:rfJ)uiJ転無凋幣である llIlはrl

1壬が10叩 IFIi査で、持r，':jが3cmlFii査とかなり fl~い特徴をもっておリ、いずれも油姥のH1V，がJめ

られる U己のような特徴をむつ I~. ~;::鮮は ù1i'E陣地J立跡の偏平における第 6mmに相』lすると

宅一えりt1.る

6 ~J- fÈ/I':'跡

本{主!日J跡は仁師 ~;;;J;);量、 l二自lþ 路面省、 ~fi.'J.': r，;p.(， ;j{忠持碗がHl上している。;);)釜は胸部か張リ

I1 *;j"imかII(立しておリ、外1M休部内柱形市、「から上へのケズリとなっておリ、いわゆる J)仮野

-33 



型小l釜と呼ばれるものである。 1:師時腕はil¥;c、，:';j7乙?をもち、 I1休部が外jえしており、;n }~i 器俄

とは'.fI"Jじ形態をする ~n: }~I， 指呼は!l-ttml~!I転，'f，I;IJリ無凋桜で、 11縁部を外!λする 以 Iが本fi:

/， 1;'祉の I-.~，是併の概要であるが、 IIIltム糸切リ}需品，J ~itの m.lJ!持土手をf'UUすることかり 9 世紀後、!とか

り 10世紀 tìíj 下のいずれかの時!~Jに似まると思われ、 4JV型炉I[t品J立跡的 2 -3 却!上(，~併に 111 片する

と与えられる

8 ~J'fì:ll'; 閥、

ィド住!片跡からは上附 (，fi~宅、土師路町、土師綜凹iが，~H 上している 。 上自rP綜裂はf.jをむたない L

のの形態的には小j釜に良〈矧IUする。 上師 (，~!r-は l庄市を I"J転糸切リ無『調整とし、 r r f.ま泌がやや

外!えする。 仁附r.ii血iはII(壬が9cmrjij後、(，1f向が2.5cm前後とかなリ小さ，'0以上のように 8~.N工

肘跡は 4~Jtì:'JI;.跡の上総111'-とは'.f l ，;j じ特徴を L ち、山県I'IU品の第 6 即1Mに判!勺すると与えられ

る。 (谷品一同)

.f:遺跡、出 1:(7)イ1持主1Iについて特筆すべき円をあげたい まず縄文早期、撚糸文系仁6~伴に 1 ド

Jれするイir，{f併の験出がili'~である 。 岳』韮=川品流u戚戒に1お五L、ては，小卜野上村八イ木又y沢1代t{泊t占;水J泣立跡カか、ら稲手有荷;可'iI胤且
パ期則lの心

という限定さtれLたすを羽号引|問i川司カかBらのl山U1:: 1伊仰例予例列lリl と L て s点1数は少ないカが、i立:止I 司弔~~なk 資料と riイえる 。 次に縄文Ilij期

の(i:h'~'跡よリ山上したイ[日早版に見られる出上状況があげられる 仁詩と|百It)iに吹上〆、ターン的

性怖をぷす桜上 111上の L のと tE}I '~'床白出 l二円 L のとにそれらは大~II できる 凶il'iに61::傾向 kか

りの差はほとんどEMEめりれないが、近接住1;1+との比較検バを経て、その性怖を明らかにする必

要がある 以後に.J.傾向検出をあげたい 3引のフち科」裂のLのは極上出土で、佐術的に L

梢巧で後Iltの浪人ではないかと忠われる。ろづ製の1，(7)は縄丈前期lにNif列がB認められるもので

ある。未製品を合んでいることから、今後、 lrilI-~の資料の USfú、イ 1材産地のかl定、県 11 校術等

を総fTしての検Jが必要な資料といえる (白石典之)

参考文献

イI収f主 Tヘイ、iJ!<t'f水J立跡， 小野上村1'i(1f)(:;' 1978 

VI 結 言否

1; 1 嵐1占制;~; 2;入党侃凋慌の概療を述べてきた ここでは本J且跡においてれついたことを世!.;r::J

してみたい 側主時代早期、 21~} UiL円光弘は'1'之条町Jで早期土?'if片の見られるお本・パfi. ;，tj 

4く・細l己各遺跡に光だち初めて検Hiされた泣憐てeある。純文時代前期、 9 ~j.住)付制、は 1<軸 10m 、

組側14mを損'1る附)vLt}j ff; で、 j且市の!U/;に比べ ~I~'i;~' に大型で特異な形態である t'安時代、 8

~J'f主肘跡は ~Jt 首な間 11:1;1)リillt-fJ‘ある ~tl~IJl 3と中欠点i則を1.3111x 1.4mlにニ 4包区;凶削iを"没止け、他の，乍宇

|HiI可lよリ 一F段立JよJρ士白':j( (なk リベゾド状を与~t している ニグの〉よフな焔ぷは、ニの時期にIお云L、てJIニ1常;

しいむのてで"ある

JI土後になリましたが、 i担It什♀ 御助ιfをいただきました関係品機関、関係自各{立に起して感刈

のEをたします (JLlli ) 

34 



図版 1

五+嵐遺跡全景
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五十嵐遺跡遺景

五十嵐遺跡北側区近景
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図版2



図版 3

五十嵐遺跡南側区近景

4号- )号住居跡
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図版4

司示、、弘通-，

及
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t
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4号住居跡

5号住居跡
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図版 5

6号住居跡

7号住居跡
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a号住居跡

8号住居跡炭化材分布
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図版 6



図版 7

g号住居跡

10号住居跡
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図版 8

• 

11号住居跡

11号土坑

11・13号土坑
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図版 9

4H-2 

4H- 3 

4H- l 

4H- 5 
4H- 4 

4H-) 
4 H-6 

4H- 8 
4H- 9 

住居跡出土遺物(1 ) 
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図版10

6H-l 6 H-1 

6H-4 

6 H-3 

6H-6 
6 H-5 

6 H- ) 6 H- 9 

住居跡出土遺物(1)
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図版11

8 H- 1 

8H- 1 

8H-4 

8 H- 3 

8 H- 5 8H-6 

8 H-) 8 H-8 

住居跡出土遺物(3 ) 
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g号住居跡出土土器
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図版12



図版13

A • a 

• 

9号住居跡出土土器・石器



11号住居跡出土土器・石器

48 

図版14



図版15

土坑出土土器・石器
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